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報告

19 世紀中頃のリバプールとナイチンゲール

徳永 哲１）

 

19 世紀に入って、リバプールは造船・港湾都市として急成長し、世紀中頃には、ロンドンに次ぐ国際貿易の拠点

として栄えた。その繁栄の半面、アイルランドの大飢饉を逃れた難民が流れこんできた。彼らは地下室や袋小路の

共同住宅に住み、劣悪な環境の中で悲惨な生活を送った。政治家であり資産家でもあったウィリアム・ラスボーン

は貧民の救済に尽力した。彼は看護を専門職とする看護師を育成し、貧民家庭の病人を訪問させることを考えた。

そのためのアドバイスをナイチンゲールに仰ぎ、指示に従って王立リバプール病院に看護師養成学校と看護師宿舎

を創設した。さらに、彼は救貧院施療病院看護体制の改革にのりだし、ナイチンゲールの助力を得て、聖トマス病

院ナイチンゲール学校の優秀な卒業生アグネス・ジョーンズを看護師長に迎えることができた。ナイチンゲールの

最愛の教え子アグネスは貧民の看護に献身的に尽くし、人道の模範を示した。ナイチンゲール、ラスボーン、アグ

ネスこの 3 人を結び合わせたものは友愛と平等であり、貧民救済への熱意であった。その力は堕落した病院の看護

体制を刷新したばかりでなく、貧困と退廃に満ちた社会に希望をもたらしたのである。看護が社会を向上させるこ

とのできた稀に見る例であった。

キーワード：フロレンス・ナイチンゲール、ウィリアム・ラスボーン、アグネス・ジョーンズ、アイルランド大

飢饉、リバプール、リバプール救貧院施療病院

Ⅰ 緒言 

2008 年度日本赤十字九州国際看護大学奨励研究費

申請に際して、「研究課題」として「Nightingale の

Notes on Nursingにおける看護の基本的精神に則った

英語教育の方法に関する検討」をあげ、「研究目的」に

「著書の難解な英文を文法的に正しく読み取るばかり

でなく、著者の意図的背景を考慮しながら、さらに当

時の政治的、社会的影響下にあった看護そのもののあ

り方を考えながら、大きな視野にたって英文を読み取

る」ことをあげた。

研究費申請当時、Notes on Nursingの序論の中に不

可解に思えていた以下の箇所がある。

 …whereas what we might call the coxcombries of 
education－e.g., the elements of astronomy－are now 
taught to every school-girl, neither mothers of families of 
any class, nor school-mistresses of any class, nor nurses 
of children, nor nurses of hospitals, are taught anything 
about those laws which God has assigned to the 
relations of our bodies with the world in which He has  

                       

1) 日本赤十字九州国際看護大学

put them. 
以上の引用箇所には、女子教育でもっとも大切なこ

とは、科学的な原理や知識を授けることではなく、神

から授かった聖心の器としての身体に関する法則を教

えることにある、と書かれている。前近代的とも思え

る宗教的な女子教育論は、紛れもなく、合理的な近代

看護の確立者であり、女性の社会地位を高めることに

貢献したあのナイチンゲールから発せられているので

ある。

その不可解な箇所を解明するには、ナイチンゲール

のキリスト教信仰がどの程度のものであったのか、知

る必要があると感じた。

親切なあるイギリス人紳士のお陰で、まず聖マーガ

レット教会(St. Margaret Church)を訪れることがで

きた。イーストウェローの林のなかに佇む聖マーガレ

ット教会はナイチンゲールに所縁の小さな教区教会で

あり、その墓地には彼女の墓碑が静かに立っていた。

Lytton Stracheyが有名な著書Eminent Victorians,
Chatto & Windus 1918でヴィクトリア王朝の偉人の
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(聖マーガレット教会と墓苑。 教会販売の絵葉書)

一人にあげているほどの人物ナイチンゲールが、この

小さな教会墓地の一角に静かに眠っているのである。

イギリス国教会の大聖堂の中かその墓苑ではないかと

想像していただけに予想外であった。小さな教会と素

朴な墓地、その雰囲気の中に立っていると、この世に

ではなく天に財を積むナイチンゲールの生き方が静か

に伝わってきた。聖書の言葉に忠実に生きた証を見た

ような気持ちになったのである。

1829年に異教徒刑罰法（Penal Law）が解けてカト

リックが解放された。その後イギリスに修道院が復活

し、貧民救済に献身する看護修道女たち Nursing （　　

の活躍が若い女性たちの心を惹きつけた。

また、神の召命を聞き、それに忠実に生きようとする

女性が多くいたともいわれている。ナイチンゲールも

神の召命を受け、さらに看護修道女の影響を受けて、

看護師への道を歩む決心をした一人であった。

次に、ロムジィのエンブリィ・ハウス (Embley 
House) を訪れることができたことは非常に有意義で

あった。

周辺の美しい森林や田園風景の中で読書や思索に耽

り、両親の反対に耐えながら静かに神の召命に応える

（エンブリィ・ハウス、現在はパブリックスクールの一部

として使われている。徳永2008年撮影）

道を模索し続けた乙女ナイチンゲールの姿を想像、実

感できたからである。また、ナイチンゲールがエンブ

リィ・ハウスを病院に変えて、ベッドをどのように並

べようかと考えたことがほんとうにあったらしいが、

その 3 階建ての大きなハウスに家族 4 人が暮らしてい

たことを思い合わせると彼女の気持ちが解るようだっ

た。

ナイチンゲールは、1872年から1900年に至るまで

聖トマス病院のナイチンゲール・スクールの見習い看

護師たちに書簡を宛て続けた。それは現在 Florence 
Nightingale to her Nurses として一冊にまとめられ

Macmillan and Co.から出版されている。書簡におい

て、若い看護師が貧しい患者を差別することなく受け

入れ、キリストに倣う「神の王国」（God’s Kingdom）

実現への熱意を抱くようにという願いに貫かれている。

「神の王国」はナイチンゲールの生涯を貫いた看護理

念を表すものであるが、その基はエンブリィ・ハウス

周辺の森で一人静かに耽った読書と深い思索にあった

のであろう。

ロンドンの聖トマス病院（St Thomas’s Hospital）
やサウサンプトンやダービシャーなどのナイチンゲー

ル所縁の地に加えてリバプールを訪れることにした。

リバプールはナイチンゲールとの関連よりは、アイル

ランドの飢餓難民が住んでいた貧民街に関心があった。

 ロンドンで、聖トマス病院のナイチンゲール博物館

(Nightingale Museum) からCecil Woodham-Smith: 
Florence Nightingale 1820-1910 , Contable, London, 
1950 を入手した。索引からリバプールを逆引きしたと

ころ、リバプール救貧院施療病（Liverpool Workhouse 
Infirmary）でのナイチンゲールの最愛の教え子アグネ

ス・ジョーンズ (Agnes Jones) の働きを知ることがで

きた。その資料を求めてリバプールへ向かった。しかし、

その成果は、地元の書店で地元出版のPeter Aughton: 
Liverpool, A People’s History, Carnegie, 1990を入手

したに過ぎなかった。これには、19世紀リバプールの

歴史が詳しく書かれていた。リバプールの貧民救済と

地域に合った看護のために生涯を捧げたウィリアム・

ラスボーン (William Rathborn) の働きやナイチンゲ

ールとの関係も知ることができた。

これら 2 冊の書籍のおかげで、研究費申請時に掲げ

た「研究目的」の「政治的、社会的影響下にあった看

護」における第一歩を踏み出すことができた。

 以上が、2008年度奨励研究費を頂いてイギリスへ渡

って直接得られた成果である。その成果を踏まえて、

　　　）Nuns
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本論ではナイチンゲールの看護理念が 19 世紀中頃の

リバプールにおいて、どのように具体化されていった

かを明らかにする。

 

Ⅱ 研究方法  文献研究 

ナイチンゲール及びアグネス・ジョーンズ関連 12 件、

イギリス及びリバプール関連 6 件、キリスト教及び修

道女関連2件、アイルランド大飢饉関連5件、合計25
件の文献から研究を行った。

［文献一覧表］

）者編（者著 別連関 、著書、出版社、出版年など

Ａ. ナイチンゲ

ール及びアグネ

ス・ジョーンズに

関連の文献 

① Florence Nightingale Museum Guidebook 
② Florence Nightingale: Notes on Nursing, what it is and what it is not. Harrison, 59, Pall
Mal, 1859. フロレンス・ナイチンゲール著, 小玉香津子・尾田葉子訳－看護覚え書き、本当の看護とそうでな

い看護－日本看護協会出版会,2004
③ Cecil Woodham-Smith：Florence Nightingale 1820-1910, Contable, London, 1950. 
セシル・ウーダムスミス著、武山満智子・小南吉彦訳－フロレンス・ナイチンゲールの生涯、現代社、1983 

④ Florence Nightingale: Florence Nightingale to her Nurses, Macmillan and Co., 1914.  
湯槇ます、小玉香津子、薄井坦子、鳥海美恵子、小南吉彦編訳－新訳・ナイチンゲール書簡集、現代社、2004.

⑤ Lucy Seymer: Florence Nightingale, Faber & Faber , 1950. ルーシー・セーマー著、湯槇ます訳

－フロレンス・ナイチンゲール、メディカルフレンド社、1963

⑥ Lytton Strachey: Eminent Victorians, Chatto & Windus, pp.135-203. 1918. 
リットン・ストレイチー著、中野康司訳－ヴィクトリア朝偉人伝、みすず書房、pp.5-75. 2008.

⑦ Florence Nightingale Selected Short Writings on Nursing.  
薄井坦子、小玉香津子、田村真、山本利江、和住淑子、小南吉彦訳－フロレンス・ナイチンゲール看護小論集

- 健康とは病気とは看護とは、現代社、2003

⑧ 金井一薫著－ナイチンゲール看護論・入門“看護であるものとないもの”を見分ける眼、現代社、2007

⑨ 湯槇ます監修: ナイチンゲール著作集第1巻～第3巻、現代社、1977.
⑩ Hugh Small: Florence Nightingale Avenging Angel, Constable and Company Limited, 1998. 
ヒュー・スモール著、田中京子訳－ナイチンゲール神話と真実、みすず書房、2003

⑪ 村岡花子著－赤十字の母ナイチンゲール、講談社、1981 

⑫ Florence Nightingale: Una and the Lion 1871, Kessinger Publishing, 2009.  
フロレンス・ナイチンゲール著、小玉香津子・田村真訳－アグネス・ジョーンズをしのんで1871年、ナイチ

ンゲール著作集第3巻、現代社、pp.243-615、1977

Ｂ． イギリス及

びリバプール関

連の文献

① G.M.Trevelyan: History of England, Longmans, Green and Co.,1926.  G.M.トレヴェリアン著

大野真弓監訳－イギリス史3、みすず書房.1975

② David Hollett: Passage to the New World, Packet Ships and Irish Famine Emigrants 
1845-1851, P.M.Heaton, Abergavenny, Gwent. 1995. 

③ Peter Aughton: Liverpool, A people’s history, Carnegie, 1990. 
④ 角山榮・川北稔編－路地裏の大英帝国、平凡社1998

⑤ 岩波哲学・思想事典、岩波書店、1998

⑥ 角山榮・村岡健次・川北稔著－生活の世界歴史10産業革命と民衆、河出書房新社、1997

Ｃ． キリスト教

及び修道女関連

の文献 

① Sioban Nelson: Say Little, Do Much, Pennsylvania Press, 2003.   
シオバン・ネルソン著、原田裕子訳－黙して励め、日本看護協会出版会、2004

② 塚田理著－イングランドの宗教、教文社、2006 
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Ｄ． アイルラン

ド大飢饉関連の

文献 

① Larry Zuckerman: The Potato, How the Humble Spud Rescued the Western World. Faber & 
Faber, 1998. ラリー・ザッカーマン著、関口篤訳－世界を救ったじゃがいも、青土社、2003 

② 徳永哲著－アイルランド、ジャガイモ大飢饉研究、日本赤十字九州国際看護大学Intramural Research Report 

第4集、pp.1-33、2005 

③ Cathal Poirteir: The Great Irish Famine, Mercier Press, 1995.  
④ Cecil Woodham-Smith: The Great Hunger Ireland 1845-49, Old Town Book, 1989. 
⑤ Kathleen Villiers-Tuthill: Patient Endurance Connemara Girl Pablications, 1977. 

 

Ⅱ 本論 

１．アイルランド大飢饉とリバプール  

１) リバプールという都市1) 

リバプールは17世紀頃、小さな港町であったが、産

業革命以後、南北アメリカ大陸への貿易航路の拠点

として発展を遂げた。19世紀中頃には巨大なドッグ

が次々に建造され、造船と貿易で、ロンドンに次ぐ

大都市にまで発展した。ランカシャーからの鉄鋼製品

や綿製品、ヨークシャーからの羊毛織物、ミッドラ

ンド地方の貴金属製品などがリバプールを経由して

アメリカ大陸へ輸出された。また、アメリカ合衆国

南部の生綿やオーストラリアの生羊毛、北アメリカ大

陸から材木が陸揚げされていた。1846 年に穀物法

(Corn Law)が撤廃され、穀物の自由貿易が始まるとロ

シアから穀物がリバプール港に陸揚げされるようにな

った。世界各国から入ってくる香辛料、嗜好品、食物

がリバプールの街に溢れ、肌の様々な色の人たちが街

を行き交っていた。 

 その半面、リバプールが造船と貿易で発展していく

につれて、スコットランドやアイルランド、イングラ

ンド各地から労働者や海外移住を目指す人々が集まっ

てきた。海岸線に居並ぶドックで働く港湾労働者の数

は増え続け、さらに新天地アメリカへの渡航に失敗し

た残留移住者の数も増加した。ドックの周辺には貧し

い労働者の街が広がっていった。リバプールは、多く

の貧民を抱え、その救済に苦慮する都市となっていっ

たのである。 

２) アイルランドのジャガイモ大飢饉2) 

 1845年、ヨーロッパ大陸からイギリスを通ってアイ

ルランドに渡ったジャガイモの疫病は瞬く間に全土に

広がり、それまでアイルランド人が経験したことのな

い大飢饉を引き起こした。 

ヨーロッパ大陸やイギリスは小麦などの穀物類を食

の中心にしていたため、餓死者はほとんどなかった。

それとは対照的に、食生活をほとんどシャガイモに依

存していたアイルランド人民は飢餓に苦しんだ。しか

も、イギリス人支配による封建的な地主制度が残って

いたため、当時、800 万を超えていたと推定されてい

るアイルランド人の大半が借地農民（peasantry）か、

その下の小作人（cottiers）であった。借地農民と小作

人は、借地農民がかなり広い土地を地主から借り受け、

その借地の一部を小作人が借り受けるという又貸し借

りの関係であった。

地主（landlord）はごく少数で、そのほとんどが、

イギリスで清教徒市民革命を成し遂げたクロムウェル

(Oliver Cromwell,1599-1658) のアイルランド征伐の

後に、土地の分配を受けたイギリス人貴族であった。  

大飢饉の時でも地主はアイルランド人を差別し続け、

大農園にできた穀物類は、飢えたアイルランド人の目

の前を通り過ぎて、ブリテン島へ輸送され、悪いこと

に、その穀物はリバプールで高値がつけられて、アイ

ルランドへ戻って来た。

小作人は借り受けた1、2区画の畑にジャガイモを栽

培し、収穫の一部を現金にかえて、地代として払い、

残りのジャガイモを生活の糧にしていた。ジャガイモ

が腐ってしまうと、現金の備えがない小作人は餓死す

る以外に道はなかったのである。

ジャガイモの疫病は 5 年に及び、結局約 5 年間で餓

死者が100万人を超え、海外への移住者も100万人を

超えたとされている。

アイルランド人が新天地アメリカに渡ろうとしても、

直接渡ることはできなかった。いったんリバプールに

来て、それからアメリカ大陸へ向かう船便を待った。

アイルランド人が待った船便の多くは荷台を簡単な

寝床にかえただけの貨物船であった。飢餓に苦しむ

貧しい小作人家族は、教区牧師や良心的な地主から

わずかな旅費をもらって、長男長女をアメリカへ渡

らせた。まず、若者たちはアイルランドの各地から

リバプールに渡って、船賃の安い貨物船の船底に乗

り込んだ。しかし、こうした船は、軽い帆船が大半で、

大西洋の荒波にまかれて沈むことがよくあった。それ

でアイルランド人はそうした移民船を棺桶船 (coffin
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ship）と呼んでいた。

３) リバプールにおける貧民層の拡大 

1845 年秋以降アイルランドの飢饉は深刻化の一途

を辿り、リバプールへ渡ってくる貧民の数は増加した。

それと共に、貧民の生活環境の衛生状態が深刻な問題

となった。1846年、リバプール市はリバプール衛生法

（Liverpool Sanitary Act, 1846）を制定し、市長自ら

がリーダーシップを執って貧民層の環境衛生の改善に

努めることになった。

しかし、1847年には飢餓難民化した貧民がリバプー

ルに流れ込んできた。David Hollettによると3)、1847
年にアイルランドからリバプールに渡って来た人の数

は 296,231 人であった。そのうち、アメリカ合衆国へ

渡航した者と商用などの一時的な滞在者を除くと、11
万人以上のアイルランド人がリバプールに残留したこ

とになっている。

アイルランド飢餓難民の数は 1849 年以降減少する

ものの、また平均寿命が非常に低かったにもかかわら

ず、アイルランド人のほとんどがカトリックで多産だ

ったため、結局リバプールの貧民層の人口は増え続け、

市全体の人口を押し上げていった。

1841年には223,003人であった市の人口は10年後

の1851年には376,065人にまで膨らんだ。4)

貧民層の急増によって、リバプール市民の税金負担

額も急増した。しかし、アイルランド貧民を救済しよ

うとする動きは市民の間に高まっていき、慈善団体に

よる、スープや食糧の配給など直接的な救済事業がな

されるようになった。また、救貧院が建て増しされて

収容人員が増やされた。こうした貧民救済への動きは

本格化した。

1847年、イギリス最初の保健医療医になった、リバ

プール出身のウィリアム・H・ダンカン (William Henry 
Duncan, 1805-63)、通称ドクター・ダンカンを長とする

保健委員会が組織され、共同住宅 (court) が密集する

貧民街の生活実態調査に乗り出した。5) 

最下層の貧民55,534人が人口の密集した日当たりの

悪い袋小路の共同住宅で暮らしている事実が明らかに

なった。袋小路の共同住宅には下水道や排水溝設備は

なく、汚染された井戸を共有し、汚水は路上に撒き捨

てられていた。疫病の発生源ともなる貧民の不潔な生

活の改善が求められたのである。

その保健委員会はさらに、14,085戸の地下室(cellar)
を調査した。地下室は本来、家主が衣料織機を置く部

屋としてつくられたものであったが、住宅難にあえぐ

下層労働者やアイルランド飢餓難民のために住居とし

て提供されていた。地下室の多くには、明かりもなけ

れば換気扇もなかった。そのうえ、水はけが悪かった。

調査の結果、地下室の生活者の総数は27,123人であり、

5,841 戸に、床下によどんだ水を溜めた井戸があるこ

とがわかった。地下室の多くが居住に不適切と判断さ

れ、家主に劣悪な生活環境の改善命令が出された。  

４）疫病の蔓延 

1847年、アイルランドからの飢餓難民はそれまでイ

ングランドにはなかった病気をリバプールにもたらし

た。しかも、その一部はイングランド全体に広がって

いった。

その年、アイルランドには、アイルランド特有の飢餓

熱 (Famine Fever) と呼ばれていた流行性の熱病が蔓

延していた。飢餓熱は主に発疹チフス (Typhus)、回帰

熱 (Relapsing Fever) 、 壊 血 病 (Scurvy) 、 赤 痢

(Dysentery)などであった。それに加えて、1848 年に

はコレラ (Cholera) が流行した。6)

地主の冷酷な「追い立て」(eviction)によって、住む

家を失い、暖もとれない哀れなアイルランド人がぼろ

を纏い、熱病に侵され、リバプールへ逃れて来た。彼

らは新天地アメリカへ渡るだけの気力も体力も持って

いなかった。

1848年、アイルランド人がもたらす疫病を危惧した

リバプールは、リバプール医療救済委員会 (Medical 
Relief Committee of Liverpool) を設置し、医療の面か

らの救済を始めた。

David Hollettによると7)、ウィリアム・H・ダンカ

ン が調査したリバプールの 1849 年の年間病死者数は

17,046人であったが、その数は前年より約 4,500人増

えたとなっている。 前年1848年のデータの記載は無

いので、正確な内訳を知ることはできないが、1849年

の病死者の病名と数は〈表2〉の通りである。

〈表2〉の病名の欄にあげている赤痢や発疹チフスは

アイルランドの飢餓難民が渡って来る以前、イングラ

ンドやスコットランドではほとんど発生していなかっ

た病気とされている。特に発疹チフスはアイルランド

特有の病気とされていた。その二つの疫病は1850年頃

リバプールからイングランド全体に蔓延し、貧民から

上層階級に至るまで、多くの死者を出したとされてい

る。

天然痘（Smallpox）に関しては、イギリスでは種痘

が法制化されていることから、アイルランドからの保

菌者がリバプールで発症したと考えられる。麻疹
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